
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 

2019 年 5 月２５日～２６日の２日間、ＪＲ連合青年・女性委員会主催「第 2４回ユースラリーin 関東」

が東京・お台場にて開催されました。ＪＲ連合に加盟する全国各地の単組、地協、エリア連合の参加者及び

関東地方協議会を中心とした実行委員など総勢１１５名が集結しました。ＪＲ四国労組からも５名が参加し、

レクリエーションやウォークラリーを通じて普段なかなか会うことのできない全国の仲間達と「横のつなが

り」を深めるとともに、「青年・女性委員会の存在意義」の学習会を通して青年・女性委員会の活動目的、組

合の必要性について理解を深めることができました。 

１日目昼： 交流ゲーム 

１日目は TKP 東京駅セントラルカンファレンスセンターに集合し、開会式を行い、チームに分かれて自己

紹介、交流ゲームを行いました。交流ゲームでは、被っていーよ、パーセントファイト、ワードウルフなどの

ゲームを行い、頭を使いながらチームで話し合ううちに緊張もほぐれていきました。 

ＪＲ連合青年女性委員会 第２４回ユースラリー in 東京 

２０１９年６月３日 発行№338 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日目夜大交流会 ＆ 交流ゲーム結果発表 

  
 
 
 

 

 

 

  
 

 その後列車でホテルへ移動し、JR 連合・河村事務

局長より激励を受け、JR 連合青女・杉本幹事の乾杯

で大交流会がスタート！交流会ゲームの結果発表で

は、得点や珍回答に会場が盛り上がりました。他労組

と交流を深めた後、グループごとに翌日のウォークラ

リーに向け作戦会議を行いました。 

１日目昼：学習会「青年・女性委員会の存在意義」 

学習会では JR 連合青年・女性委員会の新倉議長から青

年・女性委員会の存在意義について講義がありました。労働

三権・労働三法・労働協約・就業規則・経営協議会などを再

度わかりやすく学習し、働き方が大きく変わっていく中で自

分たちの思いを会社へ提言するための労働組合が必要だと

いうことを再認識しました。また、青女の活動の目的は、レ

クリエーションや学習会、広報活動などを通じての仲間づく

りです。組合で培った人脈などが今後働いていく中で、活か

されるとお話がありました。 

人脈は財産です。今回のユースラリーはたくさんの仲間を

作るという目的を持ち、有意義な２日間にしようと思いまし

た。 



参加者の皆さん、おつかれさまでした！ユースラリーを通じてＪＲ連合青

年・女性委員会の皆さんとの｢仲間の環｣を拡げられた２日間だったと思いま

す。レクだけではなく、学習会を通じて正しい知識を身に付けるとともに情

報の共有化を図れたことと思います。最高の思い出や学んだことをＪＲ四国

労組の青女の仲間にも共有していきましょう！！ 

青女の皆さん、まずはレクから組合活動に参加してみて下さい。 

お待ちしています！！ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

たくさんの仲間ができました！ 
 
 
 
 

 

 

笹岡議長より一言 

 
 

  

２日目のイベントは、チームに分かれて東京駅・上野・新宿・臨海エリアのうち３つのエリアを散策するウォ

ークラリーです。ホテルをスタートに TKP 東京駅セントラルカンファレンスセンターをゴールとして、快晴の

中、全チーム元気よく出発していきました。各地のチェックポイントを巡り、写真を撮影しクイズを解いてポイ

ントを争いました。各チームの戦略はまちまちで、１つのエリアを中心に攻めたり、高得点を狙ったり、ただた

だ楽しむことだけを考えるチームも！エリアに関するクイズに悪戦苦闘しながらも東京グルメや観光スポット

に没頭して時にはミッションを忘れたりもしながら、ウォークラリーを満喫しました。チームそれぞれの楽しみ

方で絆を深め、初日以上に単組の枠を越えた交流ができました。 

 ２日目：ウォークラリー（東京をチームで散策） 

東京の名所やグルメを満喫! 

ＪＲ四国労組の参加者 


